
100％自然由来の素材で筋肉 量増加や滋養強壮をサポート
テストステロンブースターと して知られるテストフェン

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
（
フ
ェ
ヌ
グ
リ
ー
ク
種
子
抽
出
物
）
と
は
遊
離
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
レ

ベ
ル
の
向
上
や
除
脂
肪
体
重
の
増
加
、
滋
養
強
壮
な
ど
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
1
0
0
％
植
物
由
来
の
素
材
で
あ
る
。
今
回
は
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
や
コ
ア

な
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
市
場
で
、
需
要
の
あ
る

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
を
紹
介
し
て
い
く
。

中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
う
ち
遊
離
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

の
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か
２
％
程
度
で
あ
る
が
、
細

胞
膜
を
通
過
し
、
真
の
ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン
活
性
を
発
揮

で
き
る
の
は
、
実
は
遊
離
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
で
あ
る
。

　

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
は
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
と
の
結
合
を
解

き
、
血
中
の
遊
離
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
を
増
加
さ
せ
る

働
き
が
あ
る
た
め
、
滋
養
強
壮
、
筋
肉
量
の
増
加
、

性
欲
増
強
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
（
図
２
）。

〈
結
果
３
：
リ
ン
パ
球
の
変
化
〉

　

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
は
免
疫
力
発
揮
に
関
わ
る
リ
ン
パ

球
を
有
意
に
上
昇
さ
せ
た
。
通
常
、
集
中
し
た
強
度

の
運
動
は
、
免
疫
の
機
能
障
害
を
促
す
が
、
テ
ス
ト

フ
ェ
ン
は
リ
ン
パ
球
を
上
昇
さ
せ
た
。
よ
っ
て
、
テ
ス

ト
フ
ェ
ン
は
免
疫
力
を
上
昇
さ
せ
た
（
図
３
）。

〈
結
果
４
：
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
変
化
〉

　

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
と
プ
ラ
セ
ボ
群
の
両
方
で
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
量
の
減
少
が
認
め
ら
れ
た
。
血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
は
、
筋
肉
組
織
中
の
ク
レ
ア
チ
ン
の
代
謝

産
物
で
、
ク
レ
ア
チ
ン
の
分
解
度
の
指
標
と
な
る
。

　

体
内
に
吸
収
し
き
れ
な
い
余
剰
の
ク
レ
ア
チ
ン
は
、

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
に
変
換
さ
れ
尿
と
し
て
排
出
さ
れ
る

か
、
ク
レ
ア
チ
ン
リ
ン
酸+

Ａ
Ｄ
Ｐ
に
変
換
さ
れ
、

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
筋
肉
に
蓄
え
ら
れ
る

（
ク
レ
ア
チ
ン
再
循
環
）。
両
群
に
お
い
て
血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
の
減
少
が
見
ら
れ
た
の
で
、
両
群
と
も
に

運
動
に
よ
り
ク
レ
ア
チ
ン
吸
収
、
再
循
環
が
促
さ
れ

た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
テ
ス
ト
フ
ェ
ン
群
の

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
量
の
減
少
幅
が
プ
ラ
セ
ボ
に
比

べ
て
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
テ
ス
ト
フ
ェ
ン
群
で
は

ク
レ
ア
チ
ン
リ
ン
酸+

Ａ
Ｄ
Ｐ
へ
の
変
換
が
よ
り
促

さ
れ
て
お
り
、
効
率
よ
く
ク
レ
ア
チ
ン
が
再
循
環
さ

れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
（
図
４
）。

　

総
じ
て
、
テ
ス
ト
フ
ェ
ン
は
ヒ
ト
臨
床
試
験
に
お

い
て
筋
肉
増
強
の
効
果
を
確
認
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
の
最
大
の
特
徴
は
化
学
合
成
品
を
一

切
含
ん
で
お
ら
ず
、
1
0
0
%
自
然
由
来
の
植
物
か

ら
作
ら
れ
て
い
る
原
料
で
あ
る
こ
と
だ
。　

　

ま
た
、
市
場
で
出
回
っ
て
い
る
一
般
の
フ
ェ
ヌ
グ

リ
ー
ク
と
は
異
な
り
、
臨
床
デ
ー
タ
も
数
多
く
取
り

揃
え
て
お
り
、
世
界
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
機
関
の

規
定
に
基
づ
い
て
、
そ
の
規
定
に
反
す
る
禁
止
成
分

を
一
切
含
ん
で
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
テ
ス
ト
フ
ェ
ン
は

合
成
品
を
使
用
し
て
い
な
い
天
然
由
来
の
原
料
で
、

米
国
を
中
心
に
世
界
各
地
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
は
フ
ェ
ヌ
グ
リ
ー
ク
ま
た
は
コ
ロ
ハ

と
呼
ば
れ
る
マ
メ
科
の
植
物
で
、
古
く
か
ら
イ
ン
ド

で
香
辛
料
と
し
て
食
用
や
薬
用
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
に
使
用
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ヌ
グ
リ
ー

ク
は
、
イ
ン
ド
の
特
定
の
土
壌
で
水
分
と
大
気
の
条

件
の
良
い
環
境
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
種

子
に
含
ま
れ
る
有
効
成
分
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
ま
た
、
独
自
開
発
の
サ
ポ
ニ
ン
配
糖
体
で

あ
る
有
効
成
分
フ
ェ
ヌ
サ
イ
ド
を
50
％
以
上
に
規
格

化
し
て
い
る
。

　

フ
ェ
ヌ
グ
リ
ー
ク
に
は
、
1
0
0
を
超
え
る
天
然

物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
や
ア
ス

リ
ー
ト
の
筋
肉
の
サ
イ
ズ
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
レ
ベ
ル

と
身
体
組
成
に
有
益
な
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

既
述
の
フ
ェ
ヌ
サ
イ
ド
配
糖
体
は
、
テ
ス
ト
ス
テ

ロ
ン
の
レ
ベ
ル
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
個
々
の
筋
肉
の
大
き

さ
や
強
さ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
応
じ
て
、
比
較
的

効
果
が
体
感
し
や
す
い
。
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
負
担
の

か
か
る
運
動
に
よ
っ
て
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
テ
ス
ト
フ
ェ
ン
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手

（
サ
ッ
カ
ー
選
手
、
持
久
走
ラ
ン
ナ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
選

手
な
ど
）
に
お
け
る
ホ
ル
モ
ン
レ
ベ
ル
調
整
の
作
用

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

厳
し
い
ワ
ー
ク
ア
ウ
ト
、
ス
ト
レ
ス
、
食
事
制
限

や
睡
眠
不
足
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
や
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
、

頻
繁
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
す
る
選
手
の
体
に
あ
る
自

然
の
ホ
ル
モ
ン
レ
ベ
ル
を
崩
す
可
能
性
が
あ
り
、
ハ
ー

ド
な
練
習
や
肉
体
改
造
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果

を
大
き
く
落
と
す
こ
と
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
タ
ン

パ
ク
質
合
成
や
筋
肉
の
発
達
、
代
謝
に
は
ホ
ル
モ
ン

バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
に
は
、
体
内
で
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の

産
生
能
力
を
高
め
る
働
き
が
あ
り
、
フ
ェ
ヌ
サ
イ
ド

配
糖
体
が
、
最
初
に
副
腎
皮
質
を
刺
激
し
、
視
床
下

部
を
活
性
化
さ
せ
、
下
垂
体
で
副
腎
皮
質
刺
激
放
出

ホ
ル
モ
ン
（
Ｃ
Ｒ
Ｈ
）
の
自
然
産
生
を
高
め
る
。
こ

れ
が
高
ま
る
こ
と
で
、副
腎
皮
質
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
Ａ

Ｃ
Ｔ
Ｈ
）
の
生
産
を
増
加
さ
せ
る
。
副
腎
皮
質
刺
激

ホ
ル
モ
ン
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｈ
）
は
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の

前
躯
体
で
あ
る
ア
ン
ド
ロ
ゲ
ン
合
成
を
高
め
、
自
然

に
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
に

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
増
進
剤
と
し
て
機
能
し
、
天
然
の

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
ブ
ー
ス
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
こ
れ
は
体
の
ホ
ル
モ
ン
レ
ベ
ル
を
高
め
る
が
、

重
大
な
健
康
リ
ス
ク
が
あ
る
合
成
ホ
ル
モ
ン
と
は
異

な
る
。

　

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
の
安
全
性
の
検
証
、
タ
ン
パ
ク
質

同
化
作
用
及
び
運
動
生
理
学
的
要
因
へ
の
効
果
を
検

証
す
る
こ
と
を
目
的
に
ヒ
ト
臨
床
試
験
が
実
施
さ
れ

た
。
18
歳
～
35
歳
の
男
性
60
名
を
被
験
者
と
し
て
二

重
盲
験
ラ
ン
ダ
ム
試
験
に
よ
り
実
施
。
実
行
期
間
は

８
週
間
、
摂
取
量
は
6
0
0
㎎
（
3
0
0
㎎
を
１

日
２
回
、
朝
食
と
夕
食
の
20
分
前
に
摂
取
）。
結
果
、

以
下
の
デ
ー
タ
が
確
認
さ
れ
た
。

〈
結
果
１
：
血
中
尿
素
窒
素
の
変
化
〉

　

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
は
、
プ
ラ
セ
ボ
が
Ｂ
Ｕ
Ｎ(

血
清
中

の
血
中
尿
素
窒
素)

を
上
昇
さ
せ
た
の
に
対
し
、
そ

の
数
が
有
意
に
減
少
し
た
。
Ｂ
Ｕ
Ｎ
は
、
タ
ン
パ
ク

質
同
化
を
表
す
筋
肉
に
お
け
る
窒
素
の
吸
収
を
測

り
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
の
減
少
は
、
タ
ン
パ
ク
質
同
化
作
用
を

示
す
（
図
１
）。
つ
ま
り
、
テ
ス
ト
フ
ェ
ン
は
、
タ
ン

パ
ク
質
同
化
度
を
有
意
に
上
昇
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

〈
結
果
２
：
遊
離
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
変
化
〉

　

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
は
遊
離
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
を
有
意

に
上
昇
さ
せ
た
。
血
中
の
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
は
そ
の

大
部
分
が
結
合
蛋
白(

性
別
ホ
ル
モ
ン
結
合
グ
ル
ブ

リ
ン
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｇ
及
び
ア
ル
ブ
ミ
ン)

と
結
合
し
て
お

り
、
超
微
量
が
遊
離
型
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
血

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
と
は

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
開
発
秘
話

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
の
有
用
性

テ
ス
ト
フ
ェ
ン
の
役
割
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遊離テストステロンの変化
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図4

血清クレアチニンの変化
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図3

リンパ球の変化
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